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。
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造
の
確
立
を
目
指
し
て
、
新
た
な
資
源
管
理
シ
ス
テ

ム
の
構
築
や
流
通
構
造
改
革
、
漁
業
許
可
海
面
利
用

制
度
の
見
直
し
と
、
こ
れ
ら
改
革
に
合
わ
せ
た
漁
協

制
度
の
見
直
し
を
柱
と
し
た
水
産
政
策
の
改
革
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
県
と
い
た
し

ま
し
て
も
こ
う
し
た
国
の
取
り
組
み
と
歩
調
を
合
わ

せ
、
新
た
な
施
策
も
積
極
的
に
取
り
込
み
な
が
ら
、

地
域
別
施
策
展
開
計
画
を
効
果
的
に
推
進
し
、
漁
業

の
担
い
手
確
保
な
ど
喫
緊
の
課
題
と
し
て
引
き
続
き

対
策
強
化
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
今
後
と
も
力
強

い
水
産
業
の
実
現
に
向
け
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

連
合
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
平
成
二
十
九
年
度
に

策
定
さ
れ
ま
し
た
「
漁
協
系
統
新
五
ヶ
年
の
取
り
組

み
指
針
」
に
基
づ
く
、
漁
協
合
併
へ
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
所
で
あ
り
、
四
月
一
日
に

は
大
村
湾
漁
協
、
多
良
見
町
漁
協
、
川
棚
漁
協
の
三

漁
協
に
よ
る
合
併
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
合
併
の
機
運

も
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
り
一
層
の

指
導
の
強
化
に
よ
る
着
実
な
推
進
に
力
を
注
い
で
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

（
紙
面
の
関
係
上
、一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。）

【
本
会
髙
平
会
長
あ
い
さ
つ
】

　

平
成
か
ら
令
和
へ
と
元
号
も
変
わ
り
、
新
し
い
時

代
を
迎
え
ま
し
た
。
昨
年
十
二
月
に
国
は
、
七
十
年

振
り
と
な
る
漁
業
法
を
改
正
し
、
水
産
業
界
に
改
革

を
も
た
ら
そ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
国
の
方
向
性
と

し
て
は
、
資
源
管
理
と
有
効
な
海
面
利
用
に
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
漁
業
権
等
に
つ
い
て
は
、
現
行
通

　

漁
協
会
館
に
お
い
て
午
前
十
時
よ
り
開
催
さ
れ
た

総
会
は
、
正
会
員
六
十
九
会
員
中
六
十
八
会
員
が
出

席
し
、
髙
平
会
長
の
開
会
挨
拶
の
あ
と
、
ご
出
席
い

た
だ
い
た
来
賓
よ
り
中
村
知
事
、
瀬
川
県
議
会
議
長

か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
志
々
伎
漁
協　

後
藤
組

合
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
全
議
案
と
も
原
案
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
中
村
法
道
知
事
祝
辞
】

　

本
県
水
産
業
は
漁
業
者
の
減
少
や
高
齢
化
、
環
境

変
化
に
よ
る
藻
場
の
衰
退
や
漁
獲
の
変
動
、
水
産
物

の
国
内
消
費
の
低
迷
と
い
う
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ

て
お
り
、
特
に
高
齢
者
に
偏
っ
た
年
齢
構
成
に
よ
り

漁
業
者
の
減
少
傾
向
化
が
進
ん
で
い
る
所
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
新
規
就
業
者
数
は
以
前
よ
り
高

い
水
準
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
と
と
も
に
、
平
成
二

十
九
年
度
の
本
県
海
面
漁
業
養
殖
業
算
出
額
は
一
千

五
十
七
億
円
と
な
り
、
前
年
の
九
百
七
十
四
億
円
か

ら
八
・
五
％
増
加
す
る
な
ど
明
る
い
兆
し
も
見
え
始

め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　

　

現
在
、
国
に
お
い
て
は
水
産
資
源
の
適
切
な
管
理

と
水
産
業
の
成
長
産
業
化
を
両
立
さ
せ
、
漁
業
者
の

所
得
向
上
と
年
齢
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
漁
業
就
業
構

本
会
通
常
総
会
開
催

　

さ
る
令
和
元
年
六
月
十
四
日
に
第
九
十
三
回
（
通
常
第
七
十
一
回
）
総
会
を
開
催
し
、
平
成

三
十
年
度
決
算
、
令
和
元
年
度
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
全
議
案
と
も
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

中村県知事

瀬川県議会議長
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り
我
々
に
優
先
的
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た

も
の
の
、
そ
の
動
向
を
十
分
注
視
し
、
必
要
に
応
じ

意
見
を
述
べ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
水
産
政
策
の
改
革

が
我
々
に
プ
ラ
ス
と
な
る
よ
う
に
、
時
代
の
変
化
に

負
け
な
い
よ
う
な
体
制
作
り
が
必
要
で
は
な
い
か
と

も
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
は
、「
浜
プ
ラ
ン
・
広
域
浜
プ
ラ
ン
」

を
推
進
し
、
漁
業
所
得
の
向
上
や
地
域
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
更
に
収
益
性
の
高
い

経
営
体
の
育
成
、
浜
・
地
域
の
魅
力
を
活
か
し
た
水

産
業
の
活
性
化
の
た
め
、

経
済
事
業
、
指
導
事
業

を
通
し
て
皆
様
の
サ
ポ

ー
ト
に
努
め
て
参
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ど
う
か
今
後
も
皆
様
の

ご
協
力
・
ご
鞭
撻
を
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

挨拶を行う本会髙平会長

（
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
）

【
決
算
の
概
要
】

　

水
揚
げ
の
減
少
や
、
水
産
物
の
消
費
低
迷
が
続
く

中
、
漁
協
と
連
携
し
て
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
規

格
統
一
や
商
品
開
発
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
量
販

店
な
ど
へ
向
け
た
営
業
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
ま

し
た
。
サ
バ
缶
ブ
ー
ム
の
影
響
等
あ
っ
た
も
の
の
、

安
定
し
た
餌
料
供
給
に
努
め
ま
し
た
。
平
成
三
十
年

度
に
活
魚
・
加
工
セ
ン
タ
ー
を
新
設
予
定
と
し
て
設

備
投
資
に
計
画
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
施
設
、
設
備

の
建
設
費
用
が
当
初
予
定
よ
り
大
幅
に
増
加
す
る
こ

と
に
な
り
、
収
支
状
況
を
勘
案
し
建
設
中
止
、
既
存

加
工
場
を
再
整
備
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

収
支
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
期
未
処
分
剰
余
金
と
し

て
一
千
八
百
万
円
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
、
一
千

七
百
万
円
を
内
部
留
保
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

購
買
事
業　

計
画
比
九
十
六
％

 　

石
油
類
に
つ
い
て
は
、
主
力
の
Ａ
重
油
が
一
時
価

格
の
落
ち
着
き
を
見
せ
た
も
の
の
、
高
止
ま
り
状
況

で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
販
売
実
績
が
計
画
を
下
回

り
ま
し
た
。
ま
た
、
資
材
類
に
つ
い
て
も
煮
干
用
段

区　分　
　事業別

平成30年度
計　画

平成30年度
実　績

扱
　
　
高

販
売
事
業

鮮　　　　魚 5,390 4,871
煮　　　　干 2,600 3,781
海　　藻　　類 133 126

取　扱　合　計 8,123 8,778

売
　
　
　
　
　
　
　
上
　
　
　
　
　
　
　
高

購
買
事
業

石　　油　　類 4,435 4,228
資　　材　　類 1,196 1,166

計 5,631 5,394

販
売
事
業

買　取　鮮　魚 2,177 2,266
養　　殖　　魚 1,388 1,455
活　　　　魚 1,098 1,125
買取製品販売 542 485

計 5,205 5,331

製
氷
冷
凍

冷
販
事
業

製　氷　冷　凍 494 484
冷　凍　販　売 5,884 5,682

計 6,378 6,166

加
工
事
業

冷　凍　加　工 527 446
製　品　加　工 360 295

計 887 741

売 上 高 合 計 18,101 17,632

取　扱　高　合　計 26,224 26,411
（単位：百万円）
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ボ
ー
ル
箱
の
取
扱
い
は
増
加
し
た
も
の
の
、ス
チ
ロ
ー

ル
箱
の
取
扱
い
が
伸
長
せ
ず
計
画
を
下
回
り
ま
し
た
。

販
売
事
業　

計
画
比
一
〇
六
％

 　

通
年
で
煮
干
原
料
の
水
揚
げ
が
あ
り
、
高
単
価
で

取
引
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
受
託
鮮
魚
に
お
い

て
、
定
置
網
物
の
ブ
リ
、
釣
物
の
イ
サ
キ
の
ほ
か
ア

マ
ダ
イ
や
レ
ン
コ
ダ
イ
の
取
扱
い
が
伸
長
し
ま
し
た
。

量
販
店
で
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
フ
ェ
ア
等
に
も
参

加
し
、
消
費
者
に
向
け
た
宣
伝
・
販
売
促
進
を
図
り

ま
し
た
。

冷
販
事
業　

計
画
比
九
十
七
％

 　

冷
凍
・
冷
蔵
・
保
管
に
つ
い
て
は
、
煮
干
取
扱
い

の
増
加
を
受
け
保
管
・
荷
役
と
も
に
順
調
に
推
移
し
、

養
殖
餌
料
用
、
加
工
原
料
用
サ
バ
等
の
凍
結
・
保
管

に
努
め
ま
し
た
が
、
計
画
を
下
回
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
冷
凍
販
売
に
つ
い
て
は
、
会
員
漁
協
向
け
に

養
殖
マ
グ
ロ
用
餌
料
の
安
定
供
給
に
取
り
組
み
ま
し

た
が
、
福
岡
・
長
崎
営
業
課
に
お
け
る
生
協
や
全
農

へ
の
取
扱
い
が
減
少
し
、
計
画
を
下
回
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

加
工
事
業　

計
画
比
八
十
四
％

 　

量
販
店
向
け
に
養
殖
ハ
マ
チ
フ
ィ
レ
加
工
を
本
格

的
に
開
始
し
、
工
場
の
稼
働
率
は
向
上
し
た
も
の
の
、

主
力
商
材
の
ヤ
リ
イ
カ
原
料
の
高
騰
に
よ
り
取
扱
い

が
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
海
藻
の
不
作
に
よ
り
取

扱
い
が
伸
長
せ
ず
計
画
を
下
回
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

 　

総
取
扱
高
二
百
六
十
四
億
円
と
な
り
、
計
画
比 

一
〇
一
％
の
実
績
で
あ
り
ま
し
た
が
、
事
業
利
益
に

お
い
て
マ
イ
ナ
ス
二
千
五
百
万
円
と
な
り
利
益
率
に

課
題
を
残
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

（
令
和
元
年
度
事
業
計
画
）

【
全
般
的
事
業
概
要
】

　

連
合
会
と
し
て
機
能
・
役
割
を
最
大
限
に
発
揮
す

る
た
め
、
事
業
推
進
本
部
を
設
け
、
品
質
管
理
室
を

設
置
し
、
営
業
活
動
の
強
化
を
図
る
た
め
、
福
岡
、

長
崎
に
分
か
れ
て
い
た
営
業
課
を
福
岡
に
集
約
し
関

係
部
署
間
の
連
携
に
よ
る
消
費
拡
大
を
図
り
、
積
極

的
な
販
路
拡
大
の
推
進
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
公
布
さ
れ
た
水
産
政
策
の
改
革

に
つ
い
て
は
、
資
源
管
理
、
漁
業
権
制
度
、
漁
協
制

度
な
ど
関
係
政
省
令
の
制
定
に
向
け
協
議
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
必
要
に
応
じ
意
見
を
述
べ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
漁
協
・
漁
家
経
営
の
維

持
・
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
、
総
取
扱
高

で
二
百
六
十
九
億
円
、
収
支
に
関
し
ま
し
て
は
当
期

剰
余
金
二
千
二
百
万
円
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

区　分　
　事業別

令和元年度
計　画

扱
　
　
高

販
売
事
業

鮮　　　　魚 5,274
煮　　　　干 3,000
海　　藻　　類 92

取　扱　合　計 8,336

売
　
　
　
　
　
　
　
上
　
　
　
　
　
　
　
高

購
買
事
業

石　　油　　類 4,446
資　　材　　類 1,243

計 5,689

販
売
事
業

買　取　鮮　魚 2,366
養　　殖　　魚 1,425
活　　　　魚 1,055
買取製品販売 470

計 5,316

製
氷
冷
凍

冷
販
事
業

製　氷　冷　凍 512
冷　凍　販　売 6,311

計 6,823

加
工
事
業

冷　凍　加　工 460
製　品　加　工 332

計 792

売 上 高 合 計 18,620

取　扱　高　合　計 26,986
（単位：百万円）
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安
永
　
光
幸
理
事
挨
拶
（
石
田
町
漁
業
協
同
組
合
　
安
永
　
光
幸
　
組
合
長
）

　

沿
岸
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
漁
協
系
統
と
し
て
も
、
行
政
、
関
係
団
体
と
連
携
し
、

諸
課
題
の
解
決
に
最
善
の
努
力
を
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

前
理
事
西
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
西
氏
に
代
わ

り
、
そ
の
重
責
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
先
輩
各
位
、
な
ら
び
に

職
員
の
皆
様
と
と
も
に
そ
の
職
務
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
会
員
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中
嶋
　
武
美
監
事
挨
拶
（
豊
玉
町
漁
業
協
同
組
合
　
中
嶋
　
武
美
　
組
合
長
）

　

私
は
、
対
馬
の
中
央
に
位
置
す
る
、
豊
玉
町
漁
業
協
同
組
合
の
中
嶋
で

ご
ざ
い
ま
す
。
当
漁
協
は
、
対
馬
の
東
西
の
両
沿
岸
か
ら
構
成
さ
れ
、
イ

カ
一
本
釣
、
延
縄
、
定
置
網
、
真
珠
養
殖
漁
業
等
が
主
体
で
あ
り
、
平
成

三
十
年
度
は
約
二
十
五
億
円
の
水
揚
げ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

近
年
は
漁
業
就
労
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど
で
、
漁
業
生
産
力
が

低
下
し
、
漁
村
の
過
疎
化
が
顕
著
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
漁
協
と
し
て
、

水
産
物
の
品
質
向
上
や
コ
ス
ト
の
削
減
、
漁
業
就
労
者
の
確
保
等
に
向
け
、

県
・
市
や
漁
協
系
統
団
体
の
支
援
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
改
善
に
向
け
日
夜
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
漁
連
の
監
事
就
任
に
際
し
、
組
合
員
の
経
営
改
善
は
、
漁
協
、
系
統
団
体
の
改
善
に
も
つ
な

が
る
も
の
と
確
信
し
、
漁
業
者
や
漁
村
地
域
の
声
を
よ
り
多
く
県
中
央
に
伝
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
役
員
紹
介
〜
就
任
挨
拶
〜

新
役
員
紹
介
〜
就
任
挨
拶
〜

　
（
公
財
）
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
は
、漁
船
の
海
難
事
故
（
転
覆
・
衝
突
等
）
や
海
中
転
落
等
の
事
故
に
よ
り
、

親
を
亡
く
さ
れ
た
遺
児
の
経
済
的
・
精
神
的
援
助
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
幼
児
か
ら
小
中
高
生
・
大
学
生
の

給
与
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
教
育
費
の
高
騰
に
よ
り
資
金
的
に
は
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
温

か
い
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

五
月
に
は
次
の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
紙
上
に
お
名
前
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
団　

体
】

　

▼
な
ぎ
さ
会
（
漁
連
Ｏ
Ｂ
会
）

（
公
財
）
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
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参事は管理・指導部門担当と経済事業部門担当の２名体制。新設する事業推進本部は経済事
業部門担当参事の直轄

事業推進本部を新設し、企画事業推進課・品質管理室を管轄
　企画事業推進課
　＊事業推進担当―各事業部門の事業推進サポート、補助事業を有効活用し事業拡大を図る
　＊企画担当―事業計画（設備投資計画）・中長期計画作成
　＊海外事業推進担当―輸出事業推進のため関係部署との連携、輸出事業等の行政窓口
　品質管理室
　＊仕様書・企画書管理チェック、クレーム処理、品質管理（HACCP）、品質検査対応

長崎営業課と福岡営業課を福岡事業部営業課に統合。営業拠点は福岡とし営業活動強化
長崎漁港加工センターは福岡事業部営業課管轄のもと連携を取り新規商品開発・フィレ加工
等の強化を図る

販売部―製品販売課所管、第一冷凍工場・製品加工管轄
県南事業部・県北事業部―鮮魚冷凍部を地区ごと所管
長崎漁港製氷工場は県南事業部所管
電算課は経理課内電算室へ
購買課の福江駐在・上五島駐在は購買課内に統合
海外事業推進課は企画事業推進課内に統合
養殖魚販売課は県南・田平・佐世保・対馬各事業所対応へ

総務指導部

参　　　事

専　　　務

副　会　長

会　　　長
監　事　会 理　事　会

総　　　会

参　　　事

購　買　部 販　売　部 県南事業部 県北事業部 福岡事業部

機　　構　　図

長
崎
漁
港
加
工
セ
ン
タ
ー

壱
岐
出
張
所

福
岡
活
魚
セ
ン
タ
ー

上
対
馬
出
張
所

対
馬
冷
凍
工
場

西
日
本
魚
市
駐
在
所

田
平
活
魚
セ
ン
タ
ー

田
平
冷
凍
工
場

上
五
島
出
張
所

第
２
冷
凍
工
場

長
崎
漁
港
活
魚
セ
ン
タ
ー

福
江
出
張
所

第
１
冷
凍
工
場

製

品

加

工

第
十
漁
連
丸

田
平
事
業
所
駐
在

対
馬
事
業
所
駐
在

長
崎
油
槽
所

対
馬
油
槽
所

電

算

室

管
理
事
務
所

品
質
管
理
室

企
画
事
業
推
進
課

営　

業　

課

鮮

魚

課

対
馬
事
業
所

田
平
事
業
所

佐
世
保
事
業
所

長
崎
漁
港
製
氷
工
場

県
南
事
業
所

製
品
販
売
課

購

買

課

東
京
事
業
所

指

導

課

経

理

課

総

務

課

管
理
監
査
室

事業推進本部
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去
る
六
月
五
日
に
当
委
員
会
の
担
当
者
会
議
を
開
催
し
、
平
成
三
十
年
度
の
事
業
報
告
、
令
和
元
年
度
の

事
業
計
画
や
会
費
の
徴
収
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
ほ
か
、
今
年
度
の
県
下
一
斉
浜
そ
う
じ
に
お
け
る
開

始
式
の
内
容
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

協
議
・
検
討
の
結
果
、
今
年
度
の
開
始
式
は
西
彼
南
部
漁
協
の
協
力
を
得

て
、
長
崎
市
の
伊
王
島
（
畦
の
岩
這
）
で
、
例
年
通
り
「
海
の
日
」
の
前
の

土
曜
日
に
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

〇
日　
　

時
：
令
和
元
年
七
月
十
三
日
（
土
）
九
時
半
～

　

〇
住　
　

所
：
長
崎
市
伊
王
島
町
（
畦
の
岩
這
）

　

〇
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
５
－
８
２
９
－
２
４
１
４
（
長
崎
県
漁
連　

指
導
課
）

県
下
一
斉
浜
そ
う
じ

　令
和
元
年
度
担
当
者
会
議

県
下
一
斉
浜
そ
う
じ

　令
和
元
年
度
担
当
者
会
議

長
崎
県
海
と
渚
環
境
美
化
推
進
委
員
会昨年、宮摺海岸で行われた浜そうじの様子



（7）

　

さ
る
五
月
二
十
八
日
、
長
崎
県
漁
協
会
館
に
て
「
長
崎
県
か
ん
水
魚
類
養
殖
協
議
会
定
期
総
代
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
来
賓
と
し
て
長
崎
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
、
長
崎
県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
、
長
崎
県
漁
業
共
済
組
合
、
長
崎
県
漁
業
信
用
基
金
協
会
、
長
崎
県
水
産
部
を
迎
え
、
総
代
十
三
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

議
事
①
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
に
つ
い
て

　

平
成
三
十
年
度
の
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明
を
行
い
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
伊
万
里
湾
赤
潮
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
や
約
七
十
年
ぶ
り
の
漁
業
法
改
正
に
よ
る
海
面
利
用

制
度
等
の
変
更
、
適
正
養
殖
認
定
制
度
の
推
進
等
を
報
告
し
ま
し
た
。

議
事
②
令
和
元
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
度
の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
（
案
）、
会
費
の
徴
収
（
案
）
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明
を

行
い
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
第
四
十
五
回
全
国
海
水
養
殖
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
長
崎
市
で
開
催
予
定
で
あ
る
こ
と
や
長
崎
県
適

正
養
殖
業
者
養
殖
魚
審
査
会
の
開
催
に
加
え
、
適
正
養
殖
業
者
の
認
定
制
度
の
Ｐ
Ｒ
と
認
知
度
向
上
を
図
る

こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

議
事
③
役
員
改
選
に
つ
い
て

　

今
回
の
総
代
会
で
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

会
長
に
は
針
尾
漁
協
の
平
野
組
合
長
、
副
会
長
に
は
新
松
浦
漁

協
の
志
水
組
合
長
と
美
津
島
町
漁
協
の
水
主
川
組
合
長
が
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

　　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
第
四
十
五
回
全
国
海
水
養
殖
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、
全
海
水
が
主
体
と
な
り
、

長
崎
県
や
長
崎
市
な
ど
の
行
政
、
系
統
団
体
で
実
行
運
営
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
当
日
の
日
程
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
会
員
の
皆
様
へ
周

知
い
た
し
ま
す
の
で
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
元
年
度

　長
崎
県
か
ん
水
魚
類
養
殖
協
議
会

　定
期
総
代
会

令
和
元
年
度

　長
崎
県
か
ん
水
魚
類
養
殖
協
議
会

　定
期
総
代
会

令
和
元
年
度

　長
崎
県
か
ん
水
魚
類
養
殖
協
議
会

　定
期
総
代
会

長
崎
県
か
ん
水
魚
類
養
殖
協
議
会昨年行われた全国海水養殖シンポジウムの様子
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有
害
赤
潮
対
策
に
つ
い
て

は
じ
め
に

  

水
温
が
高
く
、
雨
が
多
く
な
る
梅
雨
の
時
期
に
な

る
と｢

赤
潮
」
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。「
赤
潮
」

と
は
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
大
量
に
増
殖
あ
る
い

は
集
積
し
て
、
水
の
色
が
変
わ
る
現
象
の
こ
と
で
す
。

　

本
県
内
で
発
生
す
る
赤
潮
の
原
因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

の
う
ち
、
魚
や
貝
類
な
ど
に
被
害
を
与
え
る
『
有
害

赤
潮
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
』
の
主
な
種
類
は
、
図
１
に
示

す
「
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
」、「
カ
レ
ニ
ア
（
旧
名
ギ
ム
ノ

デ
ィ
ニ
ウ
ム
） 

」、「
コ
ク
ロ
デ
ィ
ニ
ウ
ム
」、「
ヘ
テ

ロ
カ
プ
サ
」、「
ヘ
テ
ロ
シ
グ
マ
」
で
す
。

　

県
内
の
有
害
赤
潮
の
種
類
別
の
年
別
発
生
件
数
を

図
２
に
示
し
ま
す
。
有
害
赤
潮
の
発
生
件
数
は
、
平

成
二
十
八
年
と
二
十
九
年
は
十
一
件
、
三
十
年
は
九

長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　

環
境
養
殖
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
　
漁
場
環
境
科

件
と
横
ば
い
で
、
二
十
七
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
か
ら
平
成
三
十
年
ま
で
の
月
別
の

有
害
赤
潮
の
発
生
件
数
を
図
３
に
、
漁
業
被
害
件
数

を
図
４
に
示
し
ま
す
。
有
害
赤
潮
は
五
月
か
ら
九
月

頃
に
多
く
発
生
し
、
漁
業
被
害
は
六
月
か
ら
九
月
の

夏
季
に
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

 

図１．有害赤潮プランクトンの顕微鏡写真

図２．有害赤潮の発生件数の推移（種類別）図３．月別赤潮発生件数（H21〜H30年）



（9）

 　

最
近
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
有
害

赤
潮
に
よ
る
養
殖
マ
グ
ロ
の
漁
業
被
害
で
す
。
マ
グ

ロ
は
、
他
の
魚
種
に
比
べ
て
有
害
赤
潮
に
対
す
る
耐

性
が
低
い
（
十
分
の
一
程
度
）
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
海
に
着
色
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合

で
も
魚
が
へ
い
死
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現
場
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
は
、
有
害
種
が
増
殖
し
や
す
い
水

温
や
塩
分
を
知
り
、
そ
の
時
期
に
調
査
を
強
化
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

前
述
の
有
害
種
五
種
を
用
い
た
室
内
実
験
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
種
が
最
も
増
え
や
す
い
水
温
と
塩
分
の
範

囲
を
図
５
に
示
し
ま
す
。

 　

こ
れ
ら
有
害
種
に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
、
水
温

は
二
十
三
℃
か
ら
三
十
℃
、
塩
分
は
二
十
か
ら
三
十

六
の
範
囲
で
活
発
に
増
殖
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

現
場
海
域
で
、
こ
の
水
温
と
塩
分
範
囲
を
示
す
時

期
は
梅
雨
時
期
か
ら
夏
季(

６
～
９
月
頃)

に
相
当

す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
漁
業
被
害
が
多
い
こ

と
を
裏
付
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
、
過
去
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
降
雨
で

海
に
栄
養
物
質
が
流
入
し
て
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
増
殖

し
た
り
、
小
潮
時
の
滞
留
、
一
定
方
向
の
風
に
よ
る

集
積
な
ど
に
よ
っ
て
も
赤
潮
は
形
成
さ
れ
ま
す
。

赤
潮
対
策

　

漁
業
被
害
を
減
ら
す
為
の
対
策
と
し
て
は
、

① 　

赤
潮
原
因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
早
期
識
別
に
よ
り
、

有
害
種
の
出
現
を
早
期
に
把
握
し
、
必
要
に
応
じ

て
、
次
の
三
つ
の
対
策
を
迅
速
に
講
じ
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

②　

発
生
漁
場
に
お
け
る
養
殖
魚
へ
の
餌
止
め
等

③　

赤
潮
駆
除

④　

赤
潮
か
ら
の
回
避

①
　
赤
潮
原
因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
早
期
識
別

　

水
温
が
二
十
三
℃
を
超
え
て
い
る
場
合
に
、
赤
潮

に
な
っ
て
い
な
く
て
も
海
や
養
殖
魚
の
様
子
が
少
し

で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、
海
水
を
採
取
し
て
、

可
能
で
あ
れ
ば
顕
微
鏡
で
観
察
し
て
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

の
種
類
を
判
別
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
は
、
最
寄
り

の
水
産
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
も
し
く
は
総
合
水
産

試
験
場
に
調
査
を
依
頼
す
る
か
採
取
し
た
海
水
を
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
県
は
赤
潮
発
生
時
に
発
生
水
域
に
関
係
す

る
市
町
お
よ
び
漁
協
な
ど
と
協
力
し
て
調
査
を
実
施

し
、
そ
の
結
果
を
赤
潮
速
報
と
し
て
関
係
機
関
に
送

付
す
る
と
と
も
に
、
総
合
水
産
試
験
場
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
立
研
究
開

発
法
人　

水
産
研
究
・
教
育
機
構
（
西
海
区
水
産
研

究
所
）
が
運
用
を
し
て
い
る
「
赤
潮
分
布
情
報
」

(http://akashiw
o.jp/)

で
は
、
有
明
海
や
伊
万

里
湾
な
ど
他
県
と
隣
接
し
て
い
る
海
域
に
お
け
る
他

図４．月別赤潮漁業被害件数（H21〜H30年）
図５．最も増えやすい水温と塩分の範囲
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県
の
赤
潮
情
報
等
も
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
見
る
こ
と
が
可
能
で
す
の
で
、
赤
潮
監
視
の
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

②
　
発
生
漁
場
に
お
け
る
養
殖
魚
へ
の
餌
止
め
等

　

魚
類
は
、
餌
を
消
化
す
る
た
め
に
大
量
の
酸
素
を

消
費
し
ま
す
。
赤
潮
が
発
生
し
て
い
る
と
き
に
養
殖

魚
に
餌
を
与
え
る
と
、
魚
は
酸
素
欠
乏
に
な
り
、
赤

潮
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。
赤

潮
発
生
時
に
養
殖
魚
に
与
え
る
餌
は
、
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
の
栄
養
源
に
も
な
っ
て
し
ま
い
、
赤
潮
の
長
期
化

に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
赤
潮
発
生
時
に
は
餌
止
め

を
励
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
魚
が
罹
病
し
て
い
る
と
、
酸
素
欠
乏
に
弱

く
な
り
ま
す
の
で
、
赤
潮
発
生
時
期
の
前
に
魚
病
の

対
応
を
済
ま
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

③
　
赤
潮
駆
除

　

シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
、
カ
レ
ニ
ア
、
コ
ク
ロ
デ
ィ
ニ
ウ

ム
等
の
有
害
赤
潮
に
は
、
モ
ン
モ
リ
ナ
イ
ト
系
粘
土

（
入
来
モ
ン
モ
リ
）
を
海
水
に
溶
か
し
て
散
布
す
る

と
赤
潮
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
細
胞
が
崩
壊
、
凝
集
し
、

駆
除
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
赤
潮
が
広
が
っ
て
い
な

い
、
発
生
初
期
に
散
布
す
る
こ
と
で
、
漁
業
被
害
の

防
止
に
つ
な
げ
た
例
が
あ
り
ま
す
。
粘
土
散
布
に
つ

い
て
は
、
長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場
も
協
力
し
、
鹿

児
島
県
水
産
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
が
作
成
し
た
「
改

良
粘
土
を
用
い
た
赤
潮
被
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

(http://kagoshim
a.suigi.jp/)

が
公
表
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
昨
年
度
は
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
、九

十
九
島
・
伊
万
里
湾
に
お
い
て
地
元
漁
業
者
と
普
及
セ

ン
タ
ー
が
協
力
し
て
の
粘
土
散
布
を
実
施
し
ま
し
た
。

④
　
赤
潮
か
ら
の
回
避

  

筏
な
ど
の
養
殖
施
設
を
移
動
す
る
場
合
は
、
県
水

産
加
工
流
通
課
も
し
く
は
関
係
振
興
局
水
産
課
へ
連

絡
し
た
後
に
移
動
（
緊
急
移
設
）
し
て
く
だ
さ
い
。

移
動
に
際
し
て
は
、
赤
潮
の
中
を
通
ら
な
い
こ
と
は

も
と
よ
り
、
養
殖
魚
が
輸
送
中
に
ス
ト
レ
ス
を
受
け

な
い
よ
う
、
魚
の
動
き
や
移
動
の
速
度
な
ど
に
充
分

配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

総
合
水
産
試
験
場
の
取
り
組
み

　

現
在
、
総
合
水
産
試
験
場
で
は
、
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ

や
カ
レ
ニ
ア
等
に
よ
る
漁
業
被
害
軽
減
の
た
め
の
調

査
・
研
究
を
重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
有
害
赤
潮
が
い
つ
ど
こ
で
発
生
し
て
、

ど
こ
に
移
動
す
る
の
か
、
い
つ
消
滅
す
る
の
か
に
つ

い
て
予
察
で
き
な
い
か
、
ま
た
、
直
接
駆
除
す
る
方

法
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

赤
潮
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
顕
微
鏡
観
察
、
自
主
監
視

体
制
の
実
施
事
例
紹
介
な
ど
、
赤
潮
に
関
す
る
研
修

等
の
ご
要
望
や
ご
不
明
な
点
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

最
寄
り
の
水
産
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
総
合

水
産
試
験
場
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
担
当　

山
本　

佳
奈
）

　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

水産加工流通課　　095-895-2873（養殖・輸出振興班直通）

総合水産試験場　　095-850-6316（漁場環境科直通）

水産業普及指導センター
　　　　県　央　　095-850-6371
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　　　　上五島　　0959-52-3747
　　　　壱　岐　　0920-48-5212（水産課直通）
　　　　対　馬　　0920-52-0058

県関係機関の連絡
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